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〝
使
え
る
お
金
を

増
や
す
〞
―
―
以
前

か
ら
政
治
家
を
含
む

一
般
の
人
た
ち
に
、

社
会
保
障
の
大
切
さ

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
も
ら
う

方
法
を
模
索
し
て
き
た
。
そ
の
つ

か
み
と
し
て
一
言
で
納
得
・
理
解

で
き
る
よ
う
「
社
会
保
障
は
国
民

の
可
処
分
所
得
ア
ッ
プ
」「
社
会

保
障
は
見
え
な
い
収
入
ア
ッ
プ
」

な
ど
考
え
て
き
た
が
、
冒
頭
の
キ

ャ
ッ
チ
が
一
番
ふ
さ
わ
し
い
と
感

じ
る
▼
実
は
こ
れ
は
明
石
市
の
施

策
キ
ャ
ッ
チ
で
あ
る
。
同
市
は
医

療
を
含
む
社
会
保
障
充
実
（
５
つ

の
無
料
化
・
高
齢
者
・
障
碍
者
・

更
生
支
援
・
多
様
性
・
医
療
な

ど
）
に
注
力
し
、
実
際
に
歳
入
も

人
口
も
増
や
し
た
。
人
口
の
取
り

合
い
を
し
た
だ
け
と
揶
揄
す
る
声

も
あ
る
が
、
政
策
実
行
に
は
想
像

を
絶
す
る
困
難
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
▼
翻

っ
て
、
神
戸
市
で
あ
る
。「
山
か

ら
海
へ
」
の
大
型
箱
モ
ノ
開
発
の

精
神
の
ま
ま
、
震
災
復
旧
を
進
め

た
。
人
を
軽
視
し
た
手
法
は
明
ら

か
に
失
敗
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

近
年
も
市
民
生
活
に
寄
り
添
わ

ず
、
三
宮
開
発
を
推
し
進
め
て
い

る
。
こ
の
４
年
間
、
政
令
指
定
都

市
の
中
で
一
番
人
口
を
減
ら
し
て

い
る
▼
今
般
の
市
長
選
挙
、
兵
庫

県
保
険
医
協
会
は
、
神
戸
支
部
で

の
議
論
を
経
て
、
岡
崎
史
典
氏
の

推
薦
を
理
事
会
で
決
定
し
た
。

「
福
祉
に
予
算
を
回
さ
ず
、
市
民

の
暮
ら
し
に
寄
り
添
わ
な
い
市
政

を
継
続
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
、
市
民
目
線
の
政
策
に
取
り
組

む
」（
神
戸
新
聞
よ
り
抜
粋
）。
冒

頭
の
キ
ャ
ッ
チ
の
通
り
、
社
会
保

障
充
実
で
お
金
を
多
く
使
え
る
こ

と
に
よ
り
市
民
の
活
力
は
高
ま

り
、
結
果
、
好
景
気
を
招
く
。
そ

う
い
う
未
来
の
神
戸
を
見
て
み
た

い
。
使
い
古
さ
れ
た
文
言
だ
が
、

選
挙
権
を
行
使
し
よ
う
。
（
蓮
）

お申し込み・お問い合わせは、☎078ー393ー1817まで

兵庫県保険医協会第106回評議員会兵庫県保険医協会第106回評議員会
臨時（決算）総会・第48回共済制度委員会臨時（決算）総会・第48回共済制度委員会

11月16日（日）13時～17時30分　兵庫県保険医協会会議室
・13時～　第106回評議員会　　・14時50分～　臨時（決算）総会

・15時～　第48回共済制度委員会
　特別報告「 日銀利上げ局面での金融市場見通しと新たな運用手法の潮流」
　大樹生命保険株式会社　執行役員　山崎　亮氏
・16時10分～　特別講演

「『社会的投資国家』に学ぶ
　　　　　　　　　日本の戦略」
諸富　徹氏（京都大学公共政策大学院教授）（写真）

２０２５年(令和７年)１０月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２１１５号（１）
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秋の共済制度募集秋の共済制度募集
好評受付中好評受付中!!!!

東京で神戸で市民に訴え
〝いのちまもる〟〝もう限界 〟

７～８面に案内
資料請求は右のフォームから資料請求は右のフォームから
お問い合わせは、お問い合わせは、
☎078－393－1805 共済部まで☎078－393－1805 共済部まで

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
「ロゼバラミン早期出荷を」厚労省に要望 ２面

６面

神戸市長選挙特集
政策解説・会員投稿・候補者アンケート ４～５面

地域医療の危機的状況を知らせ

緊急措置求め声集めよう!!
　

声
を
集
め
て
地
域
医
療
の
危
機
の
改
善
へ
―
―
。

長
ら
く
続
く
政
府
の
低
医
療
費
政
策
に
加
え
、
こ
の

間
の
物
価
高
騰
で
、
病
院
・
診
療
所
問
わ
ず
多
数
の

医
療
機
関
の
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
。
こ
の
現
状
を

打
開
す
る
た
め
に
、
協
会
は
医
療
機
関
へ
の
緊
急
財

政
措
置
や
診
療
報
酬
大
幅
増
を
求
め
て
医
師
・
歯
科

医
師
署
名
に
取
り
組
み
、
10
月
８
日
ま
で
に
４
２
６

患
者
・
一
般
の
方
々
向
け
署
名
＆「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の
医
療
」ス
タ
ー
ト
！

患
者
・
一
般
の
方
々
向
け
署
名
＆「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の
医
療
」ス
タ
ー
ト
！

筆
が
集
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
患
者
・
市
民
の
方

々
に
こ
の
問
題
を
知
ら
せ
よ
う
と
、「
な
く
さ
な
い

で
！
み
ん
な
の
病
院
・
医
療
」
を
テ
ー
マ
に
企
画

「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
日
本
の
医
療
」
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
請
願
署
名
に
取
り
組
む
。
緊
急
財
政
措
置

・
大
幅
プ
ラ
ス
改
定
を
実
現
す
る
た
め
、
多
く
の
会

員
の
先
生
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ク
イ
ズ
の
問
題
は
３
問
。

①
病
院
や
診
療
所
の
倒
産
・
廃
業

は
ど
う
な
っ
て
い
る
？

②
お
産
が
で
き
る
病
院
・
診
療
所

が
『
ゼ
ロ
』
の
市
町
村
の
数
は
？

③
医
療
機
関
の
経
営
が
厳
し
く
な

っ
て
い
る
主
な
理
由
は
ど
れ
？

　

そ
れ
ぞ
れ
回
答
は
、
①
過
去
最

大
規
模
で
増
え
て
い
る
、
②
１
０

０
０
を
超
え
て
い
る
、
③
物
価
高

と
人
件
費
が
増
え
、
受
け
取
る
報

酬
が
減
っ
た
か
ら
、
と
な
る
。

　

こ
の
ク
イ
ズ
に
答
え
る
こ
と

で
、
物
価
高
と
低
診
療
報
酬
に
よ

り
、
地
域
の
医
療
機
関
が
存
続
の

危
機
に
陥
っ
て
い
る
現
状
を
、
分

か
り
や
す
く
患
者
さ
ん
に
知
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
内
容
に
な
っ
て

い
る
。

　

ク
イ
ズ
の
全
問
正
解
者
の
な
か

か
ら
抽
選
で
１
０
０
人
に
、
兵
庫

県
の
特
産
品
が
当
た
る
。
ク
イ
ズ

の
応
募
は
、
応
募
用
紙
を
医
療
機

関
で
回
収
い
た
だ
く
か
、
切
手
を

貼
ら
ず
に
ポ
ス
ト
に
投
函
、
も
し

く
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
も
可
能
。

実
施
期
間
は
12
月
末
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。

　

昨
年
の
ク
イ
ズ
企
画
に
ご
参
加

い
た
だ
い
た
医
療
機
関
に
は
10
月

中
に
ク
イ
ズ
応

募
用
紙
と
回
収

Ｂ
Ｏ
Ｘ
、
返
信

用
紙
の
セ
ッ
ト

を
お
届
け
予

定
。
他
の
会
員

の
先
生
方
に
は

月
刊
保
団
連
11
月
号
に
同
封
し
、

見
本
と
し
て
１
部
を
お
届
け
す

る
。
同
時
に
「
地
域
住
民
の
医
療

を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め

に
医
療
機
関
の
維
持
存
続
へ
の
支

援
を
求
め
る
請
願
署
名
」
も
お
届

け
す
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
患
者
さ

ん
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

医
師
・
歯
科
医
師
署
名

署
名
は
４
０
０
人
を
突
破
！

　

医
師
・
歯
科
医
師
署
名
は
現
在

ま
で
に
４
０
０
人
を
超
え
、
日
々

切
実
な
声
と
と
も
に
、
多
数
の
署

名
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

12
月
頭
の
政
府
・
国
会
へ
の
提

出
に
向
け
て
、
さ
ら
に
多
く
の
先

生
方
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

署
名
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
可
能

な
の
で
、
ま
だ
の
先
生
方
は
今
す

ぐ
下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
署

名
を
お
願
い
し
ま
す
。

紙
の
署
名
用
紙
の
注
文
、
ク
イ

ズ
応
募
用
紙
等
の
グ
ッ
ズ
等
は
、

☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま
で
。

▲地域医療の存続困難に関するクイズに答えると、
兵庫県グルメが当たる企画の応募用紙　　　　

（上）日比谷野音でアピール　　
（左）大丸前で白衣姿で通行人に

訴える西山理事長 　

クイズとあわせてお届
けする署名用紙。患者
さんに協力を呼びかけ
ていただきたい　　　

　

保
団
連
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員

会
は
９
月
25
日
、「
も
う
限
界

平
和
と
社
会
保
障
を
立
て
直
せ
！　

９
・
25
い
の
ち
ま
も
る
総
行
動
」
を

東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催

し
、
全
国
か
ら
医
療
関
係
者
ら
２
２

０
０
人
が
参
加
。
兵
庫
協
会
か
ら
、

白
岩
一
心
副
理
事
長
・
川
西
敏
雄
参

与
が
参
加
し
、「
医
療
・
介
護
は
も

う
限
界
！
」
な
ど
と
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　

同
日
、
兵
庫
県
で
も
県
社
会
保
障

推
進
協
議
会
の
呼
び
か
け
で
元
町
・

大
丸
前
で
宣
伝
が
行
わ
れ
、
西
山
裕

康
理
事
長
・
武
村
義
人
副
理
事
長
が

マ
イ
ク
を
握
り
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
外
し
の
危
険
性
や
医
療
機
関
の

経
営
危
機
に
つ
い
て
訴
え
た
。

まだの先生は今すぐ署名を！

「緊急財政措置と診療報酬の
 大幅引き上げを求める」
医師・歯科医師署名は下記の二次元コードから医師・歯科医師署名は下記の二次元コードから

　協会では、2026年診療報酬改定に
向けて、医師・歯科医師署名に取り
組んでいます。
　長らく続く政府の低医療費政策に
加え、この間の物価高騰で、多くの
医療機関の経営が悪化しています。
この現状を打開するために、ぜひ、
ご協力をお願いします。

研
面
究 歯科定例研より「これからの
摂食嚥下リハビリテーション」

▲署名はこちら！▲
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ALS治療薬「ロゼバラミン」供給不安問題で厚労省要請県歯科技工士会との懇談

歯科医療費歯科医療費
総枠拡大のため連携を総枠拡大のため連携を

医薬品の供給体制医薬品の供給体制
 確保までの見通し示せ 確保までの見通し示せ

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

症
）
治
療
薬
と
し
て
発
売
さ
れ
た

「
ロ
ゼ
バ
ラ
ミ
ン
筋
注
」（
エ
ー

ザ
イ
）
が
半
年
以
上
に
わ
た
り
限

定
出
荷
と
な
っ
て
い
る
問
題
に
つ

い
て
、
協
会
は
９
月
24
日
に
厚
労

省
要
請
を
行
っ
た
。
協
会
か
ら
は

　

協
会
は
９
月
18
日
、
協
会
応

接
室
で
兵
庫
県
歯
科
技
工
士
会

と
懇
談
。
同
会
か
ら
山
口
陽
司

会
長
が
、
協
会
か
ら
川
村
雅
之

歯
科
部
会
長
・
副
理
事
長
が
参

加
。
歯
科
技
工
危
機
を
め
ぐ
る

情
勢
認
識
や
危
機
打
開
に
向
け

た
取
り
組
み
を
交
流
し
た
。

　

山
口
会
長
は
、
自
身
も
参
加

し
た
「
２
・
１
歯
科
技
工
の
危

機
を
乗
り
越
え
よ
う
！
ホ
ン
ネ

で
語
る
夕
べ
」（「
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡

会
主
催
）
を
振
り
返
り
、「
御

会
の
継
続
し
た
取
り
組
み
に
敬

意
を
表
し
た
い
。
高
齢
化
や
厳

し
い
経
営
実
態
な
ど
、
当
日
報

告
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

本
会
の
実
感
と
も
重
な
る
」
と

し
た
。
川
村
部
会
長
は
「
国
民

の
口
腔
内
に
歯
科
技
工
物
を
提

喝
破
さ
れ
て
お
り
、
優
れ
た
内

容
と
感
じ
た
」
な
ど
と
し
た
。

川
村
部
会
長
も
「
放
送
内
容
に

抗
議
す
る
『
申
し
入
れ
』
が
日

本
歯
科
技
工
士
会
を
含
む
３
団

体
か
ら
保
団
連
宛
に
届
き
驚
い

て
い
た
が
、
兵
庫
県
の
レ
ベ
ル

で
は
共
感
を
持
っ
て
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
。

今
後
も
歯
科
業
界
で
議
論
を
重

ね
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
指
摘
し
て

い
る
「
消
費
税
還
付
金
（
24
年
度

は
11
兆
７
千
億
円
）
が
非
関
税
障

壁
だ
！
」
を
棚
上
げ
し
て
、
関
税

交
渉
に
お
い
て
、
消
費
税
は
絶
対

下
げ
な
い
。
と
経
団
連
と
財
務
省

の
主
張
を
押
し
通
し
た
結
果
と
し

て
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
そ
の
合

意
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

（
一
）
日
本
の
「
公
的
組
織
」
か

ら
５
５
０
０
億
ド
ル
（
80
兆
円

強
、
日
本
の
１
年
分
の
全
税
収
と

同
等
）
を
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
決

め
た
米
国
の
事
業
に
投
資
し
、
そ

の
利
益
の
90
％
を
米
国
に
献
上
す

る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
曰
く
、

「
こ
の
日
本
か
ら
の
投
資
で
、
米

国
に
数
十
万
人
の
雇
用
を
創

出
！
」
則
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
税
金

で
米
国
民
の
働
き
口
を
作
る
。

（
二
）
ア
ラ
ス
カ
の
天
然
ガ
ス
の

開
発
計
画
、
日
米
共
同
で
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
１
３
０
０
㎞
を
作
る
総
事

業
費
４
４
０
億
ド
ル
（
６
兆
５
千

億
円
）
を
賄
う
。（
連
日
40
℃
超

の
地
球
沸
騰
の
今
、
化
石
燃
料
を

掘
っ
て
掘
っ
て
掘
り
ま
く
る
な
ん

て
、
上
を
向
い
て
唾
を
吐
く
行
為

で
す
。
そ
れ
に
加
担
す
る
と
は
）

（
三
）
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
飛
行
機

１
０
０
機
を
買
う
。

（
四
）
防
衛
装
備
品
を
数
十
億
ド

ル
（
約
９
千
億
円
）
毎
年
買
う
。

（
五
）
ア
メ
リ
カ
米
の
輸
入
量
を

直
ち
に
75
％
増
加
す
る
。

（
六
）
農
産
物
や
自
動
車
や
ト
ラ

ッ
ク
へ
の
市
場
ア
ク
セ
ス
を
開
放

（
規
制
解
除
）。

（
七
）
四
半
期
毎
に
検
証
し
て
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
不
満
な
ら
25

％
に
戻
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
２
月
に
関

税
を
２
・
５
％
か
ら
10
％
に
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
が
、
４
月
に
25
％
に

ア
ッ
プ
。
そ
れ
を
15
％
に
10
ポ
イ

ン
ト
下
げ
て
も
ら
う
た
め
に
、

（
２
月
に
比
べ
れ
ば
５
ポ
イ
ン
ト

ア
ッ
プ
な
の
に
）
こ
ん
な
日
本
に

不
利
過
ぎ
る
条
件
を
の
む
な
ん

て
、
売
国
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
８
月
７
日
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
「
相
互
関
税
」
を
発

動
さ
せ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
既

存
の
あ
ら
ゆ
る
最
恵
国
待
遇
（
Ｍ

Ｆ
Ｎ
）
税
率
に
15
％
上
乗
せ
さ
れ

る
」
と
し
た
の
で
す
。

　

牛
肉
は
26
・
４
％
＋
15
％
＝
41

・
４
％
に
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
６
・

４
％
＋
15
％
＝
21
・
４
％
に
ア
ッ

プ
。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ｅ
Ｕ
は
「
税
率

15
％
未
満
の
品
目
は
一
律
15
％
。

15
％
以
上
の
品
目
は
据
え
置
か
れ

る
〝
特
例
措
置
〞
を
受
け
る
」
と

の
合
意
を
文
書
で
交
わ
し
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
側
か
ら
文

書
は
交
わ
さ
な
い
と
申
し
出
た
た

め
、
文
書
が
な
か
っ
た
の
で
発
動

直
前
ま
で
気
が
付
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
す
ぐ
に
ワ
シ

ン
ト
ン
に
飛
ん
だ
赤
沢
大
臣
は
ラ

ト
ニ
ッ
ク
商
務
長
官
と
会
談
し

「
大
統
領
令
を
修
正
す
る
措
置
」

を
お
願
い
し
て
、
了
承
を
得
た
と

発
表
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま

た
、
文
書
を
交
わ
さ
ず
、
期
日
を

決
め
ぬ
ま
ま
で
し
た
が
、
９
月
に

入
っ
て
〝
特
別
措
置
〞
を
発
動
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
文
書
に
残
さ

ず
国
民
に
開
示
し
な
い
の
は
、
何

か
意
図
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

日
本
国
憲
法
第
41
条
に
、「
国

会
は
、
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
っ

て
、
国
の
唯
一
の
立
法
機
関
で
あ

る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
で
す
の

で
、
主
権
者
の
国
民
の
代
表
で
あ

る
国
会
の
承
認
な
し
に
内
閣
だ
け

で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
条
件
を
受

け
入
れ
る
の
は
憲
法
違
反
で
す
。

そ
の
上
少
数
与
党
（
国
民
の
信
託

が
な
い
）
に
も
関
わ
ら
ず
で
す
。

そ
う
で
す
、
民
主
主
義
で
な
い
の

で
す
。
今
後
こ
の
デ
ィ
ー
ル
に
は

国
会
承
認
が
必
要
で
す
。

　

お
米
と
わ
れ
わ
れ
の
税
金
を
生

贄
に
し
て
、
米
国
民
の
雇
用
を
創

出
。
消
費
税
を
護
り
、
毎
年
24
億

円
政
治
献
金
と
票
を
も
ら
っ
て
い

る
経
団
連
と
輸
出
企
業
に
媚
を
売

る
。
そ
う
で
す
。
棄
民
の
違
憲
者

で
す
。

　

30
年
も
の
間
、
日
本
を
衰
退
さ

せ
続
け
た
自
民
党
か
ら
我
々
国
民

に「
取
り
戻
そ
う
日
本
！
」

民
世
論
を
巻
き
込
ん
だ
発
信
が

必
要
で
は
な
い
か
」
と
応
じ

た
。

　

川
村
部
会
長
は
「
歯
科
技
工

危
機
打
開
に
向
け
て
、『
製
作

技
工
料
』
が
適
切
に
歯
科
技
工

所
に
配
分
さ
れ
る
実
効
性
の
あ

る
ル
ー
ル
づ
く
り
が
不
可
欠
。

そ
の
た
め
に
も
、
歯
科
医
療
費

の
総
枠
拡
大
と
患
者
窓
口
負
担

割
合
の
引
き
下
げ
を
求
め
、
社

会
保
障
充
実
を
阻
む
軍
事
大
国

化
と
戦
争
準
備
を
許
さ
な
い
大

き
な
運
動
が
必
要
で
は
な
い

か
」
と
し
、
共
同
の
取
り
組
み

を
呼
び
か
け
た
。

　

山
口
会
長
は
「
政
府
が
技
工

危
機
の
打
開
策
と
し
て
推
進
す

る
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
へ
の
移
行
推
進
は
、
技
工

所
の
多
数
を
占
め
る
１
人
ラ
ボ

で
は
対
応
が
困
難
。
御
会
の
主

張
す
る
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡

大
で
こ
そ
業
界
全
体
が
浮
か
び

上
が
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
」

と
し
た
。

供
で
き
な
く
な
る
技
工
危
機

が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。
立

場
を
超
え
て
歯
科
界
全
体
が

危
機
打
開
の
た
め
に
連
帯
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
応
じ

た
。

　

ま
た
山
口
会
長
は
「
先
日

Ｍ
Ｂ
Ｓ
で
オ
ン
エ
ア
さ
れ
た

歯
科
技
工
危
機
問
題
の
番
組

（
兵
庫
連
絡
会
が
取
材
協

力
）
を
視
聴
し
た
。
歯
科
技

工
業
界
の
厳
し
い
状
況
に
警

鐘
を
鳴
ら
す
だ
け
で
な
く
、

技
工
士
を
目
指
す
若
者
が
、

希
望
を
持
ち
づ
ら
い
現
状
が

伊
賀
幹
二
理
事
と
広
川
恵
一
顧
問

が
、
厚
労
省
か
ら
は
医
政
局
医
薬

産
業
振
興
・
医
療
情
報
企
画
課
、

医
薬
局
医
薬
品
審
査
管
理
課
か
ら

担
当
官
が
参
加
し
た
。

　

「
ロ
ゼ
バ
ラ
ミ
ン
筋
注
」
は
Ａ

Ｌ
Ｓ
発
症
後
初
期
投
与
に
よ
り
、

症
状
の
進
行
を
抑
制
で
き
る
効
果

が
あ
る
と
し
て
、
昨
年
９
月
に
薬

価
承
認
さ
れ
た
新
薬
。
11
月
よ
り

エ
ー
ザ
イ
社
よ
り
販
売
さ
れ
た
も

の
の
、
当
初
の
予
想
を
上
回
る
需

要
が
あ
っ
た
な
ど
と
し
て
わ
ず
か

３
カ
月
で
限
定
出
荷
と
な
り
、
今

も
新
規
の
罹
患
者
へ
の
投
与
が
滞

っ
て
い
る
。
今
年
３
月
に
は
日
本

Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
も
早
期
改
善
に
つ
い

て
要
望
を
行
っ
て
い
る
が
、
い
ま

だ
に
安
定
供
給
へ
の
具
体
的
な
見

通
し
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

伊
賀
理
事
は
患
者
か
ら
の
声
と

し
て
、「
適
応
が
発
症
初
期
で
あ

り
、
新
た
に
発
症
し
た
患
者
は
供

給
を
待
っ
て
い
る
間
に
適
応
か
ら

外
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
現
時

点
で
ど
の
程
度
増
産
が
実
現
で
き

て
お
り
、
ど
れ
く
ら
い
の
患
者
が

待
っ
て
い
る
か
な
ど
が
示
さ
れ
な

け
れ
ば
安
心
で
き
な
い
。
厚
労
省

が
ど
こ
ま
で
把
握
で
き
て
い
る
の

か
示
し
て
ほ
し
い
」
と
要
請
。

　

厚
労
省
は
エ
ー
ザ
イ
社
は
既
存

の
製
造
ラ
イ
ン
の
も
と
で
１
割
程

度
の
増
産
を
実
現
で
き
て
お
り
、

追
加
の
製
造
ラ
イ
ン
の
整
備
を
進

め
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、「
今

断
定
的
に
具
体
的
な
数
字
と
し
て

お
示
し
で
き
る
も
の
は
な
い
」
と

明
言
は
避
け
た
。

　

広
川
顧
問
は
９
月
12
日
か
ら
協

会
薬
科
部
が
取
り
組
ん
で
い
る
医

薬
品
「
限
定
出
荷
」
等
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
薬
局

の
実
態
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
ロ

ゼ
バ
ラ
ミ
ン
に
限
ら
ず
、
第
一
選

択
薬
と
さ
れ
る
薬
の
供
給
が
多
数

滞
っ
て
い
る
。
命
に
関
わ
る
薬
剤

が
手
に
入
ら
ず
、
保
険
診
療
で
あ

り
な
が
ら
保
険
で
認
め
ら
れ
た
医

療
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態

だ
」
と
指
摘
。「
原
料
の
ほ
と
ん

ど
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て

い
る
な
ど
産
業
構
造
そ
の
も
の
の

問
題
で
も
あ
る
」
と
し
、「
20
年

の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
の
不

祥
事
以
降
、
こ
う
し
た
医
薬
品
の

供
給
不
安
が
続
い
て
い
る
。
ど
の

よ
う
に
、
い
つ
解
消
さ
れ
て
い
く

の
か
。
見
通
し
を
示
す
こ
と
は
政

府
の
責
任
だ
」
と
訴
え
た
。

　

懇
談
を
設
定
し
た
田
村
貴
昭
衆

議
院
議
員
（
共
産
）
も
同
席
し
、

「
多
数
の
患
者
さ
ん
の
声
で
あ

り
、
増
産
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
後

日
必
ず
報
告
し
、
患
者
さ
ん
に
示

し
て
ほ
し
い
」
と
重
ね
て
要
請
し

た
。

員員 稿稿
会 投

STOP! 命を奪う政治命を奪う政治
オール近畿アクション2025オール近畿アクション2025

2025年11月1日（土）15：00～
大阪・難波御堂筋ホール　b2ホール

〒542-0076　大阪市中央区難波4-2-1　難波御堂筋ビルディング

薬の保険外し、病院がなくなる…

● Osaka Metro「なんば」駅、13号出口直結

● 参加お申込みは、☎078－393－1807、もしくは上記二次元コードから

ぜひご参加
ください

厚
労
省
担
当
官（
右
手
前
）に
要
請
す
る

伊
賀
理
事（
左
２
人
目
）・
広
川
顧
問（
左

端
）、
右
奥
は
田
村
貴
昭
議
員　
　
　

県
歯
科
技
工
士
会
の
山
口
陽
司
会
長（
左
）

と
川
村
歯
科
部
会
長
が
懇
談
し
、
活
発
に

意
見
交
換　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
田
市
・
歯
科　
　

小
寺　
　

修

ト
ラ
ン
プ
不
平
等
デ
ィ
ー
ル
か
ら

取
り
戻
そ
う
日
本
！
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感 想 文
　

歯
科
部
会
は
８
月
24
日
、
協
会

会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
こ
れ
か

ら
の
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を
開
催
。
東
京
科
学
大
学

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
医
歯

学
専
攻
老
化
制
御
学
講
座
摂
食
嚥

下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
分
野

教
授
の
戸
原
玄
先
生
を
講
師
に
、

95
人
が
参
加
し
た
。
新
居
泰
浩
先

生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

大
学
の
合
併
で
校
名
が
変
更
に

な
っ
た
東
京
科
学
大
学
（
旧
東
京

医
科
歯
科
大
学
）
の
戸
原
先
生
の

講
演
会
で
し
た
。
当
初
、
医
局
の

紹
介
で
は
「
サ
イ
エ
ン
ス
Ｔ
ｏ
ｋ

ｙ
ｏ
」
と
言
わ
な
い
と
い
け
な

く
、
ま
た
「
東
科
大
」
と
か
「
科

学
大
」
と
か
言
わ
な
い
き
ま
り
だ

そ
う
で
す
。
医
局
の
紹
介
も
さ
れ

25
人
ほ
ど
い
る
医
局
で
す
が
、
他

大
学
の
大
学
院
と
同
様
、
半
数
が

中
国
人
で
、
良
い
意
味
で
も
そ
う

で
な
く
て
も
コ
ス
パ
の
い
い
日
本

の
大
学
は
半
分
が
中
国
人
で
埋
め

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

講
義
で
は
歯
科
で
は
習
わ
な
い

よ
う
な
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
お
話
と
教

室
の
研
究
に
つ
い
て
で
し
た
。
大

き
く
４
分
野
、「
環
境
・
情
報
」

「
食
品
・
成
分
」「
健
康
支
援
」

「
リ
ハ
ビ
リ
」
に
つ
い
て
で
す
。

そ
の
一
つ
目
「
環
境
・
情
報
」
で

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
ま
す

ま
す
研
究
が
す
す
み
、
そ
の
ご
紹

介
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
は
介
護
食
が
提

供
さ
れ
る
が
Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
は
提
供
さ

れ
な
い
、
Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
前
日
ま
で

に
申
し
込
め
ば
機
内
で
嚥
下
食
を

注
文
で
き
る
が
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
で
き
な

い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
全
方
向

に
向
か
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
発
信
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

「
食
品
・
成
分
」
に
つ
い
て
は

血
糖
値
を
下
げ
る
と
ろ
み
剤
に
つ

い
て
や
食
べ
や
す
い
さ
ま
ざ
ま
な

食
材
に
つ
い
て
の
ご
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

　

「
健
康
支
援
」
で
は
Ｖ
Ｒ
や
ボ

イ
ト
レ
で
喉
を
鍛
え
る
こ
と
の
研

究
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
つ
い

て
、
新
た
な
歯
周
病
検
査
に
つ
い

て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
リ

ハ
ビ
リ
」
に
つ
い
て
は
今
、
教
室

で
さ
れ
て
い
る
研
究
に
つ
い
て
ご

紹
介
が
あ
り
、
口
腔
内
装
置
型
人

工
喉
頭
で
声
帯
を
失
っ
て
も
話
せ

る
研
究
に
つ
い
て
の
紹
介
、
検
査

精
度
の
高
い
新
た
な
内
視
鏡
に
つ

い
て
の
ご
説
明
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　

訪
問
で
実
際
に
接
す
る
こ
と
に

な
る
患
者
様
の
病
気
に
つ
い
て
の

考
え
方
な
ど
、
独
特
の
ご
示
唆
に

富
む
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
医
師

顔
負
け
の
知
識
を
お
持
ち
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
講
演
会
参
加
者
の
中

で
、
理
学
療
法
士
の
方
な
ど
か
ら

も
仕
事
上
の
悩
み
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
講
演
会
の
時
間
終
了
後

に
は
質
問
の
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

で
し
た
。
摂
食
リ
ハ
ビ
リ
の
視
点

が
変
わ
る
よ
う
な
興
味
深
い
お
話

で
し
た
。

【
東
灘
区
・
歯
科　
新
居　

泰
浩
】

（
講
師
の
研
究
会
報
告
４
面
）

感 想 文
　

歯
科
部
会
は
９
月
27
日
、
協
会

会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
地
域
の

つ
な
が
り
で
進
め
る
食
支
援
の
か

た
ち
〜
在
宅
医
療
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
用
い
た
多
職
種
連
携
に
触
れ

な
が
ら
〜
」
を
開
催
。
香
川
県
・

ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険
造
田

歯
科
診
療
所
の
木
村
年
秀
先
生
を

講
師
に
30
人
が
参
加
し
た
。
近
藤

明
徳
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

講
師
の
木
村
年
秀
先
生
の
ご
講

演
は
以
前
お
聞
き
し
た
こ
と
が
あ

り
大
変
感
銘
を
受
け
た
の
で
２
回

目
の
聴
講
で
す
。
そ
の
時
は
な
か

っ
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
」
も
知

り
た
く
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

木
村
先
生
は
老
年
歯
科
学
会
な

ど
で
ご
高
名
で
す
が
、
現
在
赴
任

先
の
香
川
県
ま
ん
の
う
町
琴
南
地

区
は
高
齢
化
率
53
・
６
％
と
住
民

の
半
分
以
上
が
高
齢
者
。「
歯
科

診
療
所
は
来
た
患
者
さ
ん
の
治
療

だ
け
し
て
い
れ
ば
い
い
わ
け
な

い
。
住
民
の
食
べ
る
を
守
る
の
が

歯
科
専
門
職
の
役
割
！
」
の
信
念

の
も
と
、
町
の
課
長
、
診
療
所
の

医
師
、
薬
局
、
警
察
、
消
防
、
訪

問
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
、
ヘ
ル
パ

ー
、
給
食
宅
配
業
者
な
ど
周
り
を

巻
き
込
ん
で
木
村
先
生
の
活
動
が

地
域
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
琴
南

地
区
で
は
高
齢
者
の
食
べ
る
支
援

・
生
活
支
援
の
た
め
、
周
り
を
巻

き
込
ん
だ
「
買
い
物
ツ
ア
ー
」

「
子
ど
も
が
集
え
る
施
設
作
り
」

「
有
名
パ
テ
ィ
シ
エ
の
協
力
で
お

い
し
く
食
べ
れ
る
介
護
ス
イ
ー
ツ

　

歯
科
部
会
は
10
月
５
日
、
協
会

会
議
室
で
「
勤
務
医
の
た
め
の
開

業
実
現
セ
ミ
ナ
ー
・
理
想
の
歯
科

医
療
を
実
現
す
る
新
規
開
業
」
を

開
催
。
山
本
雄
介
先
生
（
明
石
市

・
ヨ
ッ
ト
歯
科
医
院
院
長
）、
エ

ニ
ー
タ
イ
ム
ヘ
ル
ス
ケ
ア
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
細
羽
雄
太
氏
を
講
師

に
、
６
人
が
参
加
し
た
。

　

山
本
先
生
は
「
私
の
開
業
体
験

　

開
業
医
の
診
療
と
経
営
の
実

際
」
を
テ
ー
マ
に
話
題
提
供
。
昨

今
の
開
業
費
用
高
騰
の
情
勢
に
触

れ
る
な
か
で
「
ど
の
分
野
に
お
金

を
か
け
る
の
か
の
判
断
に
院
長
の

経
営
者
と
し
て
の
セ
ン
ス
が
問
わ

れ
る
」「
当
院
の
場
合
、
土
地
購

入
に
支
出
が
嵩
ん
だ
た
め
、
設
備

や
内
装
に
か
け
る
コ
ス
ト
を
抑
え

込
ん
だ
が
、
逆
に
社
労
士
・
税
理

士
な
ど
の
経
営
の
相
談
役
や
、
院

長
の
右
腕
に
な
る
ス
タ
ッ
フ
へ
の

人
件
費
は
惜
し
む
べ
き
で
は
な
い

の
で
は
」
と
述
べ
、
業
者
や
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
と
の
連
携
の
重
要
性
を

強
調
。「
当
世
は
融
資
も
人
材
確

保
も
容
易
で
な
い
が
、
目
指
す
べ

き
開
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
早
期
に

策
定
し
、
自
分
の
理
想
と
す
る
歯

科
医
院
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
細
羽
氏
は
「
開
業
コ
ン
セ

プ
ト
策
定
と
開
業
地
選
定
の
ポ
イ

ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
話
題
提
供

し
、
兵
庫
県
域
の
今
後
の
人
口
推

移
や
診
療
圏
調
査
の
例
を
紹
介
。

「
業
者
選
び
を
慎
重
に
す
る
な
か

で
、
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
携
し

質
の
高
い
情
報
を
集
め
て
い
た
だ

き
た
い
」
な
ど
と
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
新
規
開
業
と

継
承
開
業
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
が
分
か
っ
た
」「
物
件
探
し

の
リ
ア
ル
な
実
態
が
聞
け
良
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
た
。

作
り
」
な
ど
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

木
村
先
生
の
ご
活
躍
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
、
朝
日
新
聞
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ

に
も
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
映
さ
れ
る
写
真
に
は
木

村
先
生
の
素
敵
な
笑
顔
が
あ
り
ま

す
。
残
念
な
こ
と
に
今
回
の
ご
講

演
は
後
半
、
機
材
ト
ラ
ブ
ル
で
、

動
画
が
十
分
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
見
た
ら
、
必
ず

「
泣
け
る
」
動
画
だ
っ
た
だ
け

に
、
本
当
に
残
念
で
す
。
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
た
、
お
聞
き

し
た
い
で
す
。

【
垂
水
区
・
歯
科　

近
藤　

明
徳
】

歯
科
開
業
特
別
セ
ミ
ナ
ー

９
月
歯
科
定
例
研
究
会

理
想
の
歯
科
開
業
の

ポ
イ
ン
ト
学
ぶ

地
域
を
巻
き
込
ん
だ

食
支
援
の
在
り
方
に
感
銘

山本先生（中央）から開業体験、
細羽氏（左）から開業コンセプト
の実例を紹介　　　　　　　　　

８
月
歯
科
定
例
研
究
会

摂
食
嚥
下
の
機
能
と

影
響
を
お
さ
え
る

新
し
い
研
究
を
も
と
に
、
摂
食
リ
ハ

ビ
リ
を
紹
介
し
た
戸
原
先
生　
　
　

高
齢
者
の
食
支
援
の
た
め
多
職
種
連
携

の
あ
り
方
を
紹
介
す
る
木
村
先
生　
　

日　時　11月９日（日）　14時～17時　
会　場　協会５階会議室＋オンライン
講　師　東京都・岡口歯科クリニック
 岡口 守雄先生

来場お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1809まで

Zoomによるオンライン申込
右二次元コード、または下記URLか
らお申し込みください。アクセス方
法や資料のダウンロード方法を案内
するメールが届きます。

https://x.gd/3H9QH

歯科定例研究会

世界最先端の歯髄保存

255 歯科疾患管理料（歯管）④
○取扱い：原則として、再診月において、「ダツリ、Ｃ」病名に対して、診療
実日数が１日で歯科治療が終了する場合であっても、２回目以降の歯管の算定
を認める。
○取扱いを定めた理由：管理計画に基づく継続的な口腔管理等を行ってきた患
者に対して、「ダツリ、Ｃ」病名で、再診月において診療実日数が１日で歯科
治療が終了する場合であっても、歯科疾患等の再発防止及び重症化予防のた
め、生活習慣の状況や口腔衛生状態等に係る口腔管理及び療養上必要な指導を
行う場合がある。

256 歯周病患者画像活用指導料（Ｐ画像）
○取扱い：原則として、歯周病に罹患している患者に対して歯周病検査を実施
する場合において、「Ｐ」病名の歯数にかかわらず、口腔内写真５枚までのＰ
画像の算定を認める。
○取扱いを定めた理由：「Ｐ」病名の歯及び歯周組織の部位に対して、歯周病
が重度で歯頸部や歯間部、遠心面や根分岐部に対するブラッシング方法を効果
的に指導するために、ミラーを使って拡大撮影するなど、さまざまな方向等か
ら撮影を行うことが臨床上あり得るものと考えられる。
○留意事項：前歯部１歯の「Ｐ」病名に対して、５枚の口腔内写真の撮影に係
るＰ画像の算定が傾向的にみられる場合等、診療状況が不明な場合は、必要に
応じて医療機関に対して照会を行い、判断する必要がある。

◇ 今年度の集団的個別指導は歯科で230件が対象。 
協会は、高点数を理由とした指導の廃止を求めています。

　今年度（令和７年度）の集団的個別指導（集個）は兵庫県の歯科では神戸会
場10月16日、姫路会場10月30日に、１時間半程度の講習会形式で実施されま
す。通知は１カ月前に郵送されています。通知が届いた先生は必ず出席してく
ださい。兵庫県のレセプト１枚あたりの歯科平均点数は1,329点（前年度1,323
点）です。協会が情報開示請求した資料によると、今年度選定された指導対象
のうち、最高平均点は4,284点（前年度3,828点）、最下位点数は1,608点（前年
度1,628点）となっています。自院の平均点数は近畿厚生局兵庫事務所に電話
（☎078－325－8925）で照会可能です。
　個別指導は「再指導」分と「情報提供」が優先です。「高点数」の理由でも
実施することになっていますが、今年度当初年間計画で25件も「再指導」予定
があるなど異常な状況です。指導を恐れて、実際に行った治療や検査を保険請
求しないなどの萎縮診療に陥ることがあっては決してなりません。協会は、高
点数を理由とした医療費抑制策のための指導は廃止を求めています。集個は廃
止して６年毎の更新時集団指導でしっかり間違いやすいルールの周知をすべき
です。ご不明な点はご連絡ください（協会歯科担当☎078－393－1809）。

　支払基金の審査情報提供事例は、審査の透明性を高め、審査の公平・公正性
に対する関係方面からの信頼の確保を目的に、一般的取り扱いとして公表され
ています。なお、個別の審査で画一的、一律的に取り扱われるものではないこ
とにご留意ください（その他の事例は支払基金HPでご確認ください）。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２１１５号２０２５年(令和７年)１０月１５日(毎月３回５・15・25日発行) （４）

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
が
作
成
し

た
、
県
内
41
市
町
に
お
け
る
子
ど

も
世
代
で
の
医
療
費
無
料
化
の
状

況
を
示
し
た
マ
ッ
プ
を
、
多
く
の

方
々
が
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
思
う
。

　

こ
こ
に
は
兵
庫
県
内
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
の
無
料
化
状
況
が
色
分
け

さ
れ
て
い
る
が
、
中
３
ま
で
に
限

っ
て
み
れ
ば
、「
通
院
・
入
院
と

も
無
料
」
の
制
度
が
実
現
し
て
い

な
い
の
は
、
県
内
で
は
神
戸
市
の

み
で
あ
る
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例

で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
神
戸
市

政
が
ど
れ
ほ
ど
市
民
の
生
活
に
寄

り
そ
っ
た
政
策
を
実
現
さ
せ
て
き

た
の
か
、
は
な
は
だ
疑
問
で
あ

る
。

　

神
戸
市
に
在
住
し
て
20
余
年
に

な
る
自
分
自
身
が
切
に
願
う
の

は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
お
い
て

「
市
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
が
守

ら
れ
る
」
政
策
が
実
現
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　

特
に
最
近
は
、
物
価
高
に
反
し

て
抑
制
さ
れ
続
け
る
診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
の
狭
間
で
苦
し
む
医
療

機
関
や
介
護
施
設
が
、
患
者
・
利

用
者
に
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
す
ら
困
難
に
な

っ
て
き
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　

今
後
の
神
戸
市
政
が
一
番
に
目

指
す
べ
き
も
の
は
、
ま
ず
は
医
療

・
福
祉
を
は
じ
め
と
し
た
「
い
の

ち
と
く
ら
し
」
の
分
野
に
独
自
の

支
援
を
行
い
、
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て

特
定
の
業
種
し
か
潤
わ
な
い
「
三

宮
再
整
備
」
な
ど
で
は
な
い
と
考

え
る
。

　

そ
の
点
、
今
回
の
神
戸
市
長
選

で
立
候
補
さ
れ
た
岡
崎
史
典
氏

は
、
そ
の
方
針
に
は
っ
き
り
と

「
三
宮
再
整
備
の
見
直
し
」「
く

ら
し
に
寄
り
添
う
市
政
」「
物
価

高
に
対
応
し
た
市
民
目
線
の
政

策
」
を
挙
げ
て
お
り
、
非
常
に
共

感
で
き
る
内
容
で
あ
る
。

　

神
戸
市
長
選
挙
が
10
月
26
日
投

票
と
い
う
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

誰
に
一
票
を
投
じ
る
か
に
つ
い
て

反
核
・
平
和
の
問
題
か
ら
意
見
を

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
で
多
く
の
都
市
が
、
非
核

・
平
和
行
政
に
努
力
し
て
い
る
の

に
比
し
て
、
神
戸
市
で
は
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

過
去
を
振
り
返
る
と
１
９
７
６
年

（
１
９
７
５
年
の
非
核
「
神
戸
方

　

一
医
療
人
と
し
て
も
、
神
戸
市

民
と
し
て
も
、
今
回
の
神
戸
市
長

選
で
は
、
ぜ
ひ
と
も
岡
崎
市
政
の

実
現
を
期
待
す
る
。

式
」
誕
生
の
翌
年
）
に
発
表
さ
れ

た
神
戸
市
の
「
新
・
神
戸
市
総
合

基
本
計
画
」（
目
標
年
度
２
０
０

１
年
）
に
は
下
記
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

「
人
間
都
市
の
基
盤
は
、
現
在

の
平
和
憲
法
を
暮
ら
し
の
中
に
生

か
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
都
市

は
存
立
し
、
安
全
、
健
康
、
利

便
、
快
適
な
市
民
生
活
を
保
障
す

る
た
め
の
不
可
欠
の
条
件
と
し
て

平
和
都
市
を
基
本
姿
勢
と
す
る
」

　

こ
の
よ
う
に
「
平
和
を
都
市
づ

く
り
の
基
本
と
す
る
」
と
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

　

２
０
２
５
年
３
月
神
戸
港
に
米

海
軍
の
掃
海
艦
「
ウ
ォ
ー
リ
ア
」

が
非
核
証
明
書
を
提
出
し
な
い
ま

ま
入
港
し
ま
し
た
。
１
９
７
５
年

の
非
核
「
神
戸
方
式
」
決
議
以

来
、
核
兵
器
搭
載
の
有
無
を
明
ら

か
に
し
な
い
方
針
を
と
る
ア
メ
リ

カ
は
50
年
間
一
度
も
入
港
申
請
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
回
神
戸
市
は
国
や
ア
メ
リ

カ
の
言
い
分
を
う
の
み
に
し
て
、

神
戸
市
議
会
決
議
を
、
50
年
間
地

方
自
治
体
と
し
て
続
け
て
き
た
非

核
証
明
書
の
提
出
義
務
づ
け
と
い

う
行
政
処
置
を
踏
み
に
じ
り
、
非

核
「
神
戸
方
式
」
を
空
洞
化
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
個
人
デ

ー
タ
を
自
衛
隊
に
提
供
す
る
な
ど

神
戸
市
民
の
平
和
を
脅
か
す
こ
と

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
平
和
の
ま
ち
づ
く
り
の

初
心
を
忘
れ
、
平
和
憲
法
を
無
視

し
軍
拡
を
進
め
る
国
に
従
い
、
核

廃
絶
の
流
れ
に
逆
ら
う
と
い
う
の

が
今
の
神
戸
市
の
姿
勢
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
初
心
を
忘
れ
「
平

和
を
都
市
づ
く
り
の
基
本
」
と
し

な
い
市
長
に
神
戸
の
未
来
を
託
す

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

非
核
「
神
戸
方
式
」
を
ま
も

り
、
平
和
な
神
戸
を
め
ざ
す
岡
﨑

史
典
さ
ん
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
が
望

む
市
長
で
す
。

　

「
神
戸
を
変
え
よ
う
」「
市
役

所
か
ら
市
民
の
中
へ
飛
び
出
す
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
民
と
と
も

に
頑
張
る
岡
﨑
史
典
さ
ん
を
支
援

し
ま
し
ょ
う
。

東
灘
区　
　

口
分
田　

真

非
核「
神
戸
方
式
」守
り

平
和
を
都
市
づ
く
り
の
基
本
に

灘
区　
　

高
野　

修
一

「
い
の
ち
と
く
ら
し
」第
一
の

岡
崎
市
政
実
現
を

会
員
投
稿
「
神
戸
市
長
選
挙
」

会
員
投
稿
「
神
戸
市
長
選
挙
」

投
票
に
行
こ
う
！

投
票
に
行
こ
う
！

政策解説㊤

神戸市医療提供体制の危機と
再生への課題

KOBE

神
戸
市
長

神
戸
市
長

　
 

選選 

挙挙

特 集

10
月
12
日
告
示
・
26
日
投
開
票
で
行
わ
れ
る
神
戸
市
長
選
挙
に
あ

た
り
、
市
政
課
題
を
２
回
に
分
け
て
解
説
す
る
。
初
回
は
市
内
の
医

療
提
供
体
制
に
つ
い
て
を
取
り
上
げ
る
。

医
療
機
関
経
営
に
対
す
る

抜
本
的
な
支
援
を

　

全
国
の
医
療
機
関
で
は
、
物
価

や
人
件
費
の
高
騰
が
続
く
一
方
、

診
療
報
酬
の
抑
制
が
長
期
化
し
、

経
営
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。

　

保
団
連
の
調
査
で
は
、
２
０
２

４
年
１
月
と
比
較
し
て
66
％
の
医

療
機
関
が
「
収
入
が
減
少
」
と
回

答
し
、
92
％
が
「
診
療
報
酬
で
は

コ
ス
ト
上
昇
を
補
填
で
き
な
い
」

と
し
て
い
る
。
賃
上
げ
を
実
施
し

た
医
療
機
関
の
９
割
が
「
賃
上
げ

分
を
カ
バ
ー
で
き
な
い
」
と
答
え

て
お
り
、
医
療
現
場
の
切
迫
し
た

状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
。

　

神
戸
市
内
で
も
、
24
年
度
に
中

央
市
民
病
院
が
31
・
1
億
円
、
西

市
民
病
院
が
８
・
１
億
円
、
西
神

戸
医
療
セ
ン
タ
ー
が
11
・
８
億
円

の
経
常
赤
字
を
計
上
し
て
お
り
、

公
的
医
療
機
関
で
さ
え
持
続
的
運

営
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
自
治

体
で
も
支
援
策
が
始
ま
っ
て
い

る
。
東
京
都
は
２
０
２
５
年
度
予

算
案
で
総
額
３
２
１
億
円
の
「
地

域
医
療
確
保
緊
急
支
援
事
業
」
を

行
い
、
大
阪
市
や
仙
台
市
も
独
自

の
財
政
措
置
を
実
行
し
て
い
る
。

　

神
戸
市
も
地
域
医
療
を
守
る
た

め
、
こ
う
し
た
施
策
を
早
急
に
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

特
に
小
児
・
周
産
期
・
救
急
医

療
や
か
か
り
つ
け
医
の
継
続
的
維

持
、
職
員
の
確
保
・
処
遇
改
善
に

向
け
た
経
済
支
援
が
不
可
欠
で
あ

り
、
患
者
負
担
を
抑
え
つ
つ
医
療

機
関
を
下
支
え
す
る
仕
組
み
の
構

築
が
求
め
ら
れ
る
。

小
児
救
急
体
制
の
充
実
を

　

神
戸
市
内
で
小
児
の
入
院
が
可

能
な
病
院
（
小
児
入
院
医
療
管
理

料
届
出
医
療
機
関
）
は
12
カ
所
に

限
ら
れ
て
お
り
、
県
立
こ
ど
も
病

院
や
中
央
市
民
病
院
な
ど
、
中
心

部
に
偏
在
し
て
い
る
。
灘
区
、
兵

庫
区
、
垂
水
区
に
は
小
児
入
院
施

設
が
な
く
、
急
病
時
に
は
遠
方
へ

の
搬
送
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
医
療

の
初
動
対
応
が
遅
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
。

　

小
児
の
急
病
は
状
態
が
急
変
し

や
す
く
、
早
期
の
入
院
治
療
が
必

要
な
場
合
も
多
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
地
域
に
よ
っ
て
入
院
先
が

限
ら
れ
て
い
る
現
状
は
、
市
民
の

安
心
を
損
な
う
重
大
な
課
題
で
あ

る
。

　

市
内
全
域
で
子
ど
も
た
ち
が
必

要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

整
備
し
、
特
に
灘
区
・
兵
庫
区
・

垂
水
区
な
ど
医
療
空
白
地
域
で
の

病
床
確
保
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
小
児
科
医
の
確
保

や
看
護
師
体
制
の
強
化
、
救
急
搬

送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
る

こ
と
で
、
地
域
全
体
の
小
児
救
急

医
療
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
家
庭
や
地
域

で
の
育
児
支
援
と
一
体
と
な
っ
た

「
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

　

神
戸
市
は
、
こ
う
し
た
地
域
偏

在
を
解
消
し
、
子
ど
も
の
命
を
守

る
医
療
提
供
体
制
の
再
構
築
に
早

急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

済
生
会
兵
庫
県
病
院
と

三
田
市
民
病
院

統
合
を
め
ぐ
る
課
題

　

済
生
会
兵
庫
県
病
院
と
三
田
市

民
病
院
の
統
合
に
は
多
く
の
課
題

が
あ
り
、
市
民
の
間
に
も
不
安
が

広
が
っ
て
い
る
。

　

主
な
論
点
は
、
新
病
院
の
立

地
、
運
営
体
制
、
人
材
確
保
、
財

政
の
健
全
化
、
地
域
医
療
へ
の
影

響
、
そ
し
て
未
払
い
残
業
代
問
題

へ
の
対
応
で
あ
る
。

　

新
病
院
は
両
病
院
の
中
間
に
あ

た
る
神
戸
市
北
区
長
尾
町
宅
原
に

建
設
予
定
だ
が
、
公
共
交
通
の
便

や
道
路
事
情
な
ど
ア
ク
セ
ス
面
で

の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
運

営
体
制
に
つ
い
て
も
、
統
合
後
の

方
針
や
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
人

材
確
保
、
既
存
職
員
の
処
遇
の
保

障
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
地

域
医
療
の
質
を
維
持
す
る
た
め
の

丁
寧
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

財
政
面
で
は
、
赤
字
経
営
が
続

い
た
済
生
会
兵
庫
県
病
院
の
再
建

が
統
合
に
よ
っ
て
実
現
す
る
の

か
、
新
病
院
が
持
続
的
に
運
営
で

き
る
の
か
が
焦
点
で
あ
る
。
経
営

の
透
明
性
と
効
率
性
の
確
保
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、
通
院
距
離
の
増
加
や
救

急
搬
送
時
間
の
延
伸
な
ど
、
高
齢

者
や
交
通
弱
者
へ
の
負
担
増
も
懸

念
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
生
活
に
直
結

す
る
問
題
に
対
し
て
は
、
十
分
な

対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
三
田
市
民
病
院
の
過

去
の
未
払
い
残
業
代
問
題
を
教
訓

と
し
、
労
務
管
理
体
制
を
整
え
、

職
員
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

市
は
地
域
住
民
へ
の
丁
寧
な
説

明
と
意
見
聴
取
を
重
ね
、
地
域
医

療
の
後
退
を
招
か
な
い
よ
う
段
階

的
か
つ
慎
重
に
統
合
計
画
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。

神
戸
徳
洲
会
病
院
の

新
病
院
計
画
と
課
題

　

垂
水
区
の
神
戸
徳
洲
会
病
院

は
、
今
年
２
月
の
新
病
院
開
設
を

予
定
し
て
い
た
が
、
医
療
安
全
管

理
体
制
の
不
備
が
相
次
ぎ
、
計
画

は
大
幅
に
遅
延
し
て
い
る
。
カ
テ

ー
テ
ル
治
療
後
の
死
亡
事
例
や
イ

ン
ス
リ
ン
投
与
の
不
適
切
事
例
な

ど
が
発
覚
し
、
神
戸
市
は
２
０
２

４
年
２
月
、
医
療
法
に
基
づ
き
運

営
法
人
・
徳
洲
会
に
改
善
命
令
を

出
し
た
。

　

市
は
有
識
者
に
よ
る
「
病
床
機

能
検
討
部
会
」
を
設
置
し
て
改
善

状
況
を
監
視
し
、
徳
洲
会
側
も
改

善
計
画
書
を
提
出
し
た
。
改
善
期

限
は
２
０
２
４
年
８
月
末
で
あ

り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
今
月

10
月
６
日
に
神
戸
市
は
同
病
院
の

「
医
療
安
全
管
理
体
制
は
確
立
さ

れ
た
」
と
判
断
、
医
療
監
視
を
年

２
〜
３
回
に
増
や
す
な
ど
、
引
き

続
き
指
導
・
助
言
を
し
て
い
く
、

と
発
表
し
た
。
新
病
院
開
設
の
可

否
は
今
後
、
判
断
さ
れ
る
見
通
し

で
あ
る
。

　

新
病
院
は
垂
水
区
旭
が
丘
２
丁

目
の
旧
垂
水
体
育
館
・
養
護
学
校

跡
地
に
建
設
予
定
だ
っ
た
が
、
開

設
は
少
な
く
と
も
２
０
２
６
年
以

降
に
ず
れ
込
む
見
込
み
で
あ
る
。

　

垂
水
区
は
も
と
も
と
医
療
体
制

が
脆
弱
で
、
人
口
当
た
り
の
病
床

数
が
市
内
で
最
も
少
な
い
。
特
に

産
科
・
小
児
科
の
病
床
不
足
が
深

刻
で
あ
り
、
掖
済
会
病
院
が
２
０

１
６
年
度
に
相
次
い
で
産
婦
人
科

・
小
児
科
を
閉
鎖
し
て
以
来
、
地

域
医
療
の
空
白
が
続
い
て
き
た
。

徳
洲
会
病
院
は
２
０
２
１
年
に
産

婦
人
科
病
床
を
設
置
し
た
が
、
小

児
科
病
床
は
依
然
と
し
て
不
足
し

て
い
る
。
15
歳
以
下
人
口
や
出
生

数
が
多
い
垂
水
区
に
と
っ
て
、
産

科
・
小
児
科
を
備
え
た
新
病
院
の

早
期
開
設
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。

　

市
は
引
き
続
き
、
同
病
院
の
医

療
安
全
管
理
体
制
を
指
導
す
る
こ

と
、
徳
洲
会
も
市
の
指
導
の
下
で

体
制
改
善
に
取
り
組
み
、
地
域
医

療
を
支
え
る
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

六
甲
病
院
の
移
転
問
題
と

地
域
医
療
の
課
題

　

六
甲
病
院
は
、
か
つ
て
国
家
公

務
員
共
済
組
合
連
合
会
が
運
営
し

て
い
た
が
、
２
０
２
１
年
７
月
に

医
療
法
人
若
葉
会
グ
ル
ー
プ
が
継

承
し
、
新
体
制
で
診
療
を
続
け
て

い
る
。
現
在
は
灘
区
土
山
町
に
あ

る
が
、
Ｊ
Ｒ
甲
南
山
手
駅
周
辺

（
東
灘
区
）
へ
の
移
転
計
画
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
や
医

療
関
係
者
の
関
心
が
高
い
。

　

移
転
後
の
医
療
提
供
体
制
や
ア

ク
セ
ス
の
利
便
性
、
地
域
医
療
へ

の
影
響
に
つ
い
て
多
く
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
灘
区
は
急
性

期
病
院
が
少
な
く
、
高
齢
化
に
よ

っ
て
医
療
需
要
が
増
し
て
い
る
地

域
で
あ
り
、
六
甲
病
院
が
果
た
す

役
割
は
大
き
い
。
そ
の
た
め
、
移

転
に
よ
っ
て
灘
区
の
患
者
が
通
院

し
づ
ら
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。

　

移
転
計
画
は
、
灘
区
・
東
灘
区

双
方
の
地
域
医
療
の
持
続
性
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

神
戸
市
は
、
病
院
運
営
法
人
と

緊
密
に
連
携
し
、
こ
の
移
転
が
地

域
医
療
の
充
実
に
資
す
る
よ
う
指

導
・
助
言
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

住
民
や
医
療
関
係
者
と
の
十
分

な
対
話
を
重
ね
、
両
区
に
と
っ
て

有
益
な
医
療
体
制
の
整
備
を
目
指

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

市
民
の
命
と
暮
ら
し

守
る
神
戸
市
政
へ

　

神
戸
市
は
全
国
有
数
の
政
令
指

定
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
現
市
政

は
三
宮
再
開
発
や
空
港
国
際
化
に

多
額
の
予
算
を
投
じ
、
郊
外
や
人

口
減
少
地
域
の
医
療
・
福
祉
・
交

通
な
ど
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
軽
視
し

て
い
る
。
公
約
だ
っ
た
「
中
学
生

以
下
の
医
療
費
無
料
化
」
も
実
現

せ
ず
、
国
保
料
の
独
自
控
除
や
法

定
外
繰
入
を
廃
止
す
る
な
ど
、
国

の
制
度
改
悪
に
追
随
す
る
姿
勢
が

目
立
つ
。

　

神
戸
市
長
選
で
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。
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候補者アンケート結果候補者アンケート結果
岡崎　史典 氏 久元　喜造 氏

【
神
戸
市
の
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
】

１ ．物価高騰で苦しむ医療機
関に神戸市として独自の財
政措置を行うことについて

賛 成 　物価高騰から暮らしを守ることが最優先です。物
価高騰、診療報酬抑制の長期化のもと、医療機関の経営状
況は深刻です。国・県が進める「医療費削減」「病床削減」
は市民の命を脅かしています。医師・看護師不足も深刻。
公的助成による医療職場の賃上げと労働条件改善、医療機
関の経営支援など、国・自治体による支援が必要であり、
神戸市独自の財政措置をおこなうべきです。

その他
　救急医療、周産期医療を確保するため医療機関に対する
市独自の補助を実施している。また、物価高騰による医療
機関の厳しい経営状況に対しては全国的な課題であり、診
療報酬の見直し等を強く国に要望している。

２ ．市民の命と健康を守る神
戸市立医療センター中央市
民病院、同西市民病院、神
戸市立西神戸医療センター
の赤字について、市として
適切な財政措置をとること
について

賛 成 　どれも地域医療を担う公的医療機関ですが、数十
億円の経常赤字を計上し、経営危機が深刻化しており、地
域医療が崩壊しかねない現状です。
　全国的にも独自の支援策をすすめている自治体がありま
すが、神戸市でも必要な財政措置をとることが必要と考え
ます。

その他
　救急医療、小児・周産期医療、高度医療などが市民病院
で確実に確保されるよう来年度当初予算に向け、運営費負
担金のあり方についてしっかりと議論していく。

３ ．神戸市として、神戸市立医
療センター西市民病院の新
築移転、医療法人若葉会六
甲病院の灘区から東灘区へ
の移転、済生会兵庫県病院
の三田市民病院との統合、
医療法人徳洲会神戸徳洲会
病院の新設等について、地
域住民、地域の医療関係者
の意見を聞き、必要な財政
的支援も含めて、適切な対
応をとることについて

賛 成
　貴団体の「重点要求」の指摘に賛成です。地域医療を守
ることが何より重要です。移転や統合により、医療提供体
制、人材確保、財政状況、利便性など、地域医療への影響
について様々な懸念、課題が指摘されています。地域住民
や地域の医療関係者への丁寧な説明とともに、意見や不安
に耳を傾け、必要な財政措置をとることなど、神戸市が市
民の命と暮らしを守る自治体としての責任を果たすことが
何より大事と考えています。

その他
　病院の移転や再編統合に関しては、背景・経緯や事業主
体・手法が様々であるが、地域の医療提供体制を確保する
ため、地域住民をはじめ関係者の意見をききながら、適切
な対応を実施していく。

【
市
民
の
医
療
費
負
担
等
の
軽
減
に
つ
い
て
】

４ ．子どもの医療費負担は、
高校３年生世代まで通院・
入院とも無料とすることに
ついて

賛 成 　高校３年生世代まで医療費を完全無料にします。
神戸市では通院無料は２歳までで、３歳から高校生まで400
円、月３回目でやっと無料です。県内では神戸市以外すべ
ての市町で中学卒業まで無料制度があります。高校卒業ま
で通院・入院無料も30市町まで広がっています。神戸市は
「“コンビニ受診”を誘発」「私が市長でいる限りは、定額
の負担を求める」と無料化を拒否していますが、実施自治
体では「コンビニ受診」は起こっていません。一般会計予
算の0.002％程度で可能です。

反 対
　高校生世代まで、所得制限の撤廃、入院一部負担金の無
料化、外来一部負担金の助成により、すべての子どもが無
料もしくは低額で受診できる環境を整えている。 
　本制度は医療制度としての適切な給付と負担、社会保障
制度としての安定性といった観点も考慮する必要があり、
制度を持続していくためには一定の負担をいただく必要が
あると考えている。

５ ．補聴器購入費助成制度を
創設することについて

賛 成
　神戸市独自に補聴器購入助成制度を創設します。加齢に
ともなう認知機能の低下と加齢性難聴との関連が浮き彫り
になり、補聴器購入を助成する自治体が増えています。加
齢性難聴の進行は心身の健康に大きく影響します。補聴器
購入は数十万円かかります。物価高騰のうえに、全額自己
負担では生活が成り立たないことにもなりかねません。

その他
　身体障害者手帳所持者もしくは難病患者等が補聴器を購
入される際の費用は障害者総合支援法に基づく全国一律の
サービスとして支給されている。 
　また、身体障害者手帳交付の対象とならない難聴児の方
の購入については、すでに県市協調で費用の一部が助成さ
れている。

６ ．神戸市の国民健康保険に
ついて一般会計からの法定
外繰入を行い、神戸市独自
に保険料を軽減することに
ついて

賛 成
　国保・介護保険料を１万円引き下げます。国民健康保険
料の賦課限度額（最高保険料）は、介護保険料導入以降年
々上昇し、25年間で約２倍になりました。神戸市がこれま
で独自に減免をおこなっていた子育て世帯、一人親世帯等
の減免も、2030年の県による国保の統一化に向けて段階的
に廃止されようとしています。神戸市として基金の取り崩
しや一般会計を投入して、払える保険料にすべきです。

反 対
　国から計画的に削減・解消すべきとされている「決算補
填等目的の一般会計繰入」に該当すること、国保加入者と
国保以外の保険加入者との負担の公平性の観点から、適切
でないと考える。

７ ．学校歯科検診で「歯列不
正」「咬合異常」を指摘され
た学童・生徒の歯列矯正費
用に関して助成制度を創設
することについて

賛 成
　学校歯科検診で「歯列不正」「咬合異常」が指摘されて
も、歯科矯正は大半が保険適用外となっているために、経
済的理由から受診・治療ができない子どもたちがいます。
保険適用の拡大を求めるとともに、神戸市独自の助成制度
の創設が必要と考えます。

その他
　保険適用される歯列矯正費用については、すでにこども
医療費助成の対象とされている。

【
市
民
の
生
活
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
】

８ ．阪神・淡路大震災時のア
スベスト曝露の可能性と健
康被害のリスクについて市
民およびボランティアを含
め広く知らせ、アスベスト
検診の強化・充実を行うこ
とについて

賛 成 　阪神・淡路大震災では、解体工事にかかわり、ア
スベスト特有のがんを発症した元警察官や作業員が労災認
定されています。能登半島地震でも解体作業員等のアスベ
スト疾患罹患の可能性があり、解体作業における安全確保
強化も必要です。阪神・淡路大震災では、多くの人々がボ
ランティアにかけつけました。ご指摘のように、リスクに
ついての市民、ボランティアへの広く持続的な啓蒙活動、
アスベスト検診の強化・充実は必要と考えます。

その他
　震災によるアスベスト飛散と健康被害の関連については、
神戸市において中皮腫死亡率の急激な上昇は認められていな
い。 
　そのため、現在は幅広くアスベストによる健康不安のある
方を対象者に、健康相談、胸部レントゲン健診、要精検の費
用助成等を行っている。

【
市
民
の
平
和
的
生
存
権
の
保
障
に
つ
い
て
】

９ ．非核「神戸方式」を堅持
し、神戸から非核と平和の
理念を発信することについ
て

賛 成 　非核「神戸方式」を厳守し、平和な神戸をめざし
ます。非核「神戸方式」50年の今年、久元市長は外国艦船
に例外なく提出を求めてきた非核証明書なしで米艦船の入
港を許可しました。神戸市は、久元市長のもと憲法集会へ
の後援拒否、自衛隊に18歳・22歳の個人情報のデータ提供
もおこなうなど、アメリカと日本政府に追随して「戦争国
家づくり」に加担しています。こうした市政を転換し、国
際都市神戸から反核・平和を発信します。

その他
　神戸港への外国艦船の入港にあたっては、昭和50年３月
の神戸市会における「核兵器積載艦艇の神戸港入港拒否に
関する決議」を尊重し、今後も適切に事務を執行していく。

特集

神戸市長選挙
10.26

　協会神戸支部は10月26日の
神戸市長選挙に向け、候補者
に対し、アンケートを実施し
た。締切日までに久元喜造・
岡崎史典各氏から回答があっ
たので紹介する（順不同）。
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東京科学大学大学院　医歯学総合研究科　医歯学専攻　　　
老化制御学講座　摂食嚥下リハビリテーション学分野　教授 戸原　　玄先生講演

これからの摂食嚥下リハビリテーション

　摂食嚥下リハビリテーションは数
十年引き続く超高齢社会に相対する
際には避けては通れない課題であ
り、歯科医療従事者にとって重要な
知識やスキルであることには異論は
ないと思う。
　しかし問題となるのは、卒前教育
でコマ数が割かれるようになってか
ら日が浅いこと、さらにはすべての
大学で臨床現場を見せられる体制に
ないことがある。つまり、誤解を恐
れず言うと聞きかじったことしかな
いのに患者さんをみることになる、
やったこともないのに多職種連携を
とらねばならなくなることが課題で
ある。
　基本的な部分に加えて、研究から
得られた知見の中で使いやすいもの
を紹介する。

キツネ？ハリネズミ？
　まずはこちらの絵をご覧いただき
たい（図１）。
　何が言いたいのか？と思われるか
もしれないが、左はキツネとハリネ
ズミの絵である。それぞれの動物が
どんな動物なのかお分かりだろう
か？　自分も詳しいわけではないの
で、誤りがあった場合にもご容赦い
ただきたいが、まずはハリネズミか
ら。
　ハリネズミはどんな動物？と聞か
れて、足が速いとか、頭がいいと
か、実は飛べるとか、そのような特
徴を思い出す人はいないであろう。
おそらく共通して“背中の針を立て
る”だと思う。しかし、背中の針を
立てる、ということだけで生き残っ
ている、一芸を極めた動物といえな
いだろうか。
　それに対してキツネはいかがであ
ろう。ハリネズミのような一芸は思
い当たらないが、毒のあるエサは決
して食べないとか、雪上で歩くとき
に足跡をごまかすとか、その場にあ
った課題を解決する能力に長けてい

る感じがしないであろうか。しかし
表皮が固いとか、強烈なにおいを出
すなど、一芸があるわけではない。
　で、である。われわれ歯科医療従
事者に置き換えた場合、いずれであ
ろう。歯科の中では専門性の高いほ
うがハリネズミ、GPがキツネ、の
ように思えるかもしれないが、摂食
嚥下のような問題を考える場合には
われわれはハリネズミであると言わ
ざるを得ない。口腔はプロ、それ以
外はよく知らない、と。
　そうではなく口腔はプロであるが
それ以外のことも浅いけれども意外
と知っている、たとえば疾患、薬
剤、栄養、ポジショニング、呼吸、
社会資源などにも多少の知識がある
ことで、多職種連携が極めて円滑に
なりえる。つまりわれわれがキツネ
ハリネズミ的な人であれば摂食嚥
下、多職種連携という課題は対応し
がたい問題ではなくなるわけであ
る。

体の麻痺の片側性と両側性
　まずは、キツネ的な要素のために
体の麻痺のことを少し知っていただ
きたい。脳卒中は要介護状態の原因
疾患になりやすく、同時に嚥下障害
の重大な原因疾患になりえる。
　では、脳卒中になったら必ず嚥下
関連筋が麻痺するのか？　それを考
える際には片側性支配、両側性支配
という分け方を知る必要がある（図
２）。左側の大脳が右半身を動か
す、右側の大脳が左半身を動かす、
というのはおそらくお分かりいただ
けると思う。バッテンのように体を
支配しているということであり、こ
ういった大脳からの神経支配を片側
性支配という。
　それに対して、左の大脳から左右
に、それと同時に右の大脳からも左
右に神経支配が及んでいる部位もあ
る。これを両側性支配というが、こ
れはかなりの差がある。つまり、片

ある。つまり、片方の大脳に障害が
あるだけで麻痺がおこる筋肉ではな
い。そのため、片側性で初回の脳卒
中後の嚥下障害の多くは６カ月後に
は消失しやすいと考えられている。
このようなことを知っていただくだ
けでも患者さんを診察するときに大
きく役立つのではないだろうか。

口腔リハビリの最新知見
　次いでよりハリネズミ的な要素を
伸ばすための研究の知見を紹介す
る。
　過去に行った研究で、口を本気で
10秒程度開け続ける、というのが嚥
下機能を改善することを示した。開
口筋が舌骨上筋であるためである。
この筋トレは極めて臨床場面で役立
つので覚えておいていただきたい。
　さらに、そのような口を開ける力
や舌圧と、身体との関連性を見たと
ころ、骨格筋よりも体幹筋のほう

が、関連が深いことも示された。体
幹筋は片側性支配ではなくて両側性
支配が優位であることも考えると、
妥当な結果であるといえる。
　加えて、要介護状態にある方がど
の程度離床すべきかを調べたとこ
ろ、１日あたり４時間離床できてい
たら骨格筋、６時間離床できていた
ら体幹筋を保ちやすいことも分かっ
た。
　つまり、嚥下が悪い患者さんに対
して単に口腔周囲のリハビリを行え
ばよいというものではなく、もしも
片側性でなおかつ初回の大脳の脳卒
中後であれば、焦ってリハビリする
よりも待てばよいし、嚥下のリハビ
リが必要な場合にも離床と併せて進
めるほうが効果的である。
　キツネハリネズミ的な歯科医師が
今後増えることを期待したい。
（８月24日、歯科定例研究会より）

図１　キツネ？ハリネズミ？

図２　片側性支配？両側性支配？

側性支配の部位に
ある筋肉は片側の
麻痺が起きやすい
のに対して、両側
性支配部位の筋肉
は左にしろ右にし
ろ、片方の大脳に
脳卒中が起きたと
しても、反対側の
大脳が生きていれ
ば動く。つまり生
きているほうの大
脳から両側に神経
が行くからであ
る。
　そして片側性支
配にある筋肉と両
側性支配にある筋
肉は異なってお
り、手足は片側性
支配である。それ
に対して、のどの
筋肉、咀嚼筋は両
側性支配の筋肉で

Zoomによるオンライン申込
右二次元コード、または下記URLからお申し込みください。
https://x.gd/g3cja

来場お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

来場お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

来場お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

来場お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

日　時　11月３日（月・祝）14時～16時30分（開場 13時30分）
会　場　協会５階会議室
講　師　  大阪公立大学　大学院現代システム科学研究科　現代システム

科学専攻　教授　濱島　淑惠先生
参加費　無料　　定　員　80人（先着順・事前申込制）

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民学習会

ヤングケアラーの現実と社会の壁　そして歯科医療

歯科施設基準研究会

初級歯科助手講座

臨床力を高める歯科衛生士業務の実践～実習付き～

日　時　11月30日（日）14時～17時30分　　会　場　協会５階会議室
講　師　足立　了平先生（ときわ病院　歯科口腔外科部長）
参加費　 １人1,000円（院内研修に使える『歯科外来における院内感

染防止対策』改定版冊子を進呈）
対　象　歯科医師、歯科会員医療機関スタッフ（受講証当日発行）
定　員　80人

日　時　12月７日（日）10時～16時
会　場　協会５階会議室
内　容　 「歯と口腔の基礎知識・診療の流れ」、「保険診療のしくみ、

受付業務」、「診療ワークの基礎」、「歯科外来における院内感
染対策」、「患者接遇とコミュニケーション」など

参加費　 １人6,000円（テキスト「デンタルスタッフのための歯科保
険診療ハンドブック」・「修了証書」・弁当・お茶代等含む）

定　員　80人

日　時　12月14日（日）14時～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　（株）T style代表取締役　歯科衛生士　十時　裕子氏
定　員　 歯科衛生士限定 20名（会場参加のみ、実習準備物が当日持参可

能な方に限る）　　参加費　１人5,000円
内　容
　第１部　講義（歯周治療の流れと要点確認、痛くない・不快でない施術のポイント）
　第２部　実習（プロービングの要点と実習、SRPの要点と難しい部位のキュレット実習）
　第３部　講義（院内で取り組む効果的な歯科衛生士業務の実践、まとめ、質疑応答）

歯科特別研究会

「歯初診」「外安全」「外感染」「口管強」「歯援診」「歯援病」
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